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    平成２０年第１回かほく市議会定例会議事日程（第３号） 
 

平成２０年３月１２日（水）午前１０時００分開議 
 
開会宣告 
 
日程第１ 議案第１号～議案第４１号 

    （委員長報告、質疑、討論、採決） 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

閉議閉会 
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 平成２０年第１回かほく市議会定例会追加議事日程（第３号の１） 
 

平成２０年３月１２日（水）午前１０時００分開議 
 
開会宣告 
 
日程第１ 発議第 ２号 

    （提案理由説明、質疑、討論、採決） 
 
日程第２ 発議第 ３号 

    （提案理由説明、質疑、討論、採決） 
 
日程第３ 常任委員会及び特別委員会の閉会中の継続審査の件 

    （３常任委員会・２特別委員会） 
 
日程第４ 議会運営委員会の閉会中の継続審査の件 

     
 

 
 
 
 
 
 

閉議閉会 
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第３日目会議録 
平成２０年第１回かほく市議会定例会会議録(第３号) 

招 集 年 月 日 平成２０年 ３月１２日(水) 

招 集 の 場 所 かほく市役所議場 

開 会 (開 議 ) 平成２０年 ３月１２日(水) 午前１０時００分宣告 

応 招 議 員 出席議員に同じ 

不 応 招 議 員 欠席議員に同じ 

出 席 議 員 

議 長 １８番  別宗  明敏    副議長 １０番  沖津 千万人 
 １番  遠田   順         ２番  安達   肇 
３番  宇野  順一         ４番  多々見  武 
５番  山口 博之亟         ６番  金田  正信 
７番  冨澤  明次         ８番  杉本  正一 
９番  荒井 三喜雄        １１番  中村  修一 
１２番  竹内  幹雄        １３番  西田  正剛 
１４番  杉本  成一        １５番  寺内  照雄 
１６番  山田  孝一        １７番  猪村  博靖 

欠 席 議 員 なし 

地方自治法第

１２１条の規

定により説明

のため出席し

た者の職氏名 

市     長  油野 和一郎    副  市  長  架谷 外茂治 
教 育 委 員 会 教 育 長  遠田  敏博    総 務 部 長  中田  政昭 
市 民 部 長  西   正一    産業建設部長  高井  孝治 
企 業 局 長 兼 下 水 道 課 長  川島 起世志    教 育 部 長  助実  金司 
消 防 長  高橋   勲    総 務 課 長  板坂  卓之 
財 政 課 長  酒井  弘幸    企画情報課長  森田  善明 
管 理 課 長  大多  光正    税 務 課 長  山口 外志雄 
納 税 課 長  油野  茂樹    会 計 管 理 者 兼 会 計 課 長  石山  義久 

監 査 委 員 事 務 局 長  喜多   学    市 民 課 長  川端  憲治 
子育て支援課長  酒尾   浩    健康福祉課長  藤本   憲 

保険医療課長  松本  吉雄    環境安全課長  田丸  成一 

都市建設課長  大西   潤    農林水産課長  杉本  外次 

商工観光課長  沖野  悌二    水 道 課 長  高野  定信 
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地方自治法第

１２１条の規

定により説明

のため出席し

た者の職氏名 

学校教育課長  梶   義裕    生涯学習課長  沖野  利之 

体育振興課長  松田  一雄    消 防 課 長  宗藤   護 

予 防 課 長  新藏 利美雄    財 政 課 長 補 佐  越井  謙一 

 

本会議に職務

のため出席し

た者の職氏名 

議会事務局長  英   哲雄    議会事務局次長  丸井  厚司 

議会事務局書記  竹谷   孝 

本会議に係員

として出席し

た者の職氏名 
傍聴者受付係  長木  朋子    傍聴者受付係  山本  仁美 

議 員 提 出 の 
議 案 の 題 目 

発議第 ２号 海岸漂着ごみの処理責任の明確化に関する意見書 
発議第 ３号 道路特定財源の暫定税率堅持及び関連法案の年度内成立を求

める意見書 

議 事 日 程 議長は、議事日程を別紙のとおり報告した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以下余白 
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議事の経過 第３日目 

 

開会・開議 

午前 10 時 00 分 開会 

 

○議長【別宗明敏君】ただいまのところ、出席

議員数は、18 人であります。定足数に達してい

ますので、これより、本日の会議を開きます。 

 また、説明員として本日の会議に委嘱された

者の職・氏名は２月 29 日の会議に配付の説明

員の職・氏名一覧表のとおりであります。 

議事日程の報告 

○議長【別宗明敏君】本日の議事日程は、お手

元に配付のとおりです。 

会議時間の延長 

○議長【別宗明敏君】あらかじめ、本日の会議

時間を延長しておきます。 

日程第１ 

議案第１号～議案第 41 号 

○議長【別宗明敏君】日程第１、議案第１号 平

成 20 年度かほく市一般会計予算から、議案第

41 号 事務の相互委託に関する規約の制定及

び事務の相互委託に関する規約の一部変更に

ついてまでの併せて 41件を一括議題とします。 

ただいま、議題となりました各議案について

の審査の経過並びに結果について、各常任委員

長の報告を求めます。 

常任委員長報告 

○議長【別宗明敏君】総務常任委員長 山口博

之亟君。 

○総務常任委員長【山口博之亟君】平成 20 年

第１回かほく市議会定例会におきまして、総務

常任委員会に付託されました議案について、審

査の経過並びに結果をご報告いたします。 

３月７日、午前９時から、委員全員の出席に

て委員会を開催し、所管部課長より詳細な説明

を求め、審議を行いました。 

まず、議案第１号、平成 20 年度かほく市一

般会計予算中、所管に係る歳入ならびに歳出及

び第２表 債務負担行為、第３表地方債につい

てであります。 

歳入の主な内容として、１款、市税では、イ

オン進出に伴う固定資産税および都市計画税

の増額、９款、地方特例交付金では、住宅ロー

ン控除に係る市民税減収相当額の補てん分の

増額、10 款、地方交付税では、地方再生対策に

係る増額と交付税措置のある起債の償還の増

加に伴う増額を見込むほか、自動車重量譲与税、

地方道路譲与税及び自動車取得税交付金のい

わゆる道路特定財源については、暫定税率維持

を前提に計上するものであるとの説明であり

ました。 

歳出では、総務省の指導による新地方公会計

制度の総務省方式改定モデル導入に伴う有形

固定資産情報整備に係る経費のほか、本庁舎内

の空調機器取替工事費、ケーブルテレビの引込

工事委託料、八野区集会所建設の補助金、また、

消防費では七塚第３分団の消防ポンプ車なら

びに消防本部の救助工作車の更新のための購

入費が主なものであるとの説明でありました。 

第２表、債務負担行為については、新地方公

会計制度導入に伴い、市有財産を洗い出すため、

平成 25 年度までにかけてシステムを構築する

ほか、滞納システム等についてはシステムの不

具合による更新、メーカーの保守期限が切れる

ことによる更新などが主なもので、複数年度に

かけて実施するものであるとの説明でありま

した。 

第３表、地方債については、高松北部並びに

宇ノ気北部統合保育園の建設費や用地取得費

および開発行為申請に係る経費のほか、ケーブ

ルテレビ引込工事費など、各種事業の財源とし
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て充当するものであり、発行額全体の約３分の

２を合併特例債で予定しているとの説明であ

りました。 

主な審議内容は経常収支比率など健全財政

計画になっているか。また庁舎整備計画につい

ての質疑があり、平成 21 年度が償還金のピー

クであるが、それ以降は経常収支比率も下がる

見込みであり、健全財政運営に努めたい。庁舎

整備については、庁舎整備基本計画策定委員会

を４月以降に立ち上げて検討に入りたいとの

答弁がありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

次に議案第２号、平成 20 年度かほく市土地

取得特別会計予算についてでありますが、七塚

観光への土地貸付に伴う所要額の計上が主な

ものであるとの説明でありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

次に議案第４号、平成 20 年度かほく市墓地

特別会計についてでありますが、高松、宇ノ気

の両墓地公園の維持管理費の計上が主なもの

であるとの説明でありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

次に議案第５号、平成 20 年度かほく市ケー

ブルテレビ事業特別会計予算についてであり

ますが、これは本年４月の開局に伴い、新たに

設置される特別会計であります。歳入では、

4,000 件の加入者を想定した使用料や一般会計

からの繰入金の計上が主なものであり、歳出で

は、職員で対応が困難な番組製作に係る委託料、

難視聴地域の共同受信施設撤去に係る補助金、

センター施設や伝送路の保守管理等に係る委

託料のほか、金沢ケーブルテレビネット株式会

社に設置のセンター施設の利用に要する経費

の計上が主なものであるとの説明でありまし

た。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

次に議案第 13 号、平成 19 年度かほく市一般

会計補正予算（第７号）に係る専決処分の承認

を求めることについてでありますが、緊急福祉

灯油助成事業ならびに除雪委託料等の必要経

費について、前年度繰越金を財源に専決処分に

より計上したものであるとの説明でありまし

た。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

承認することに決しました。 

次に議案第 14 号、平成 19 年度かほく市一般

会計補正予算（第８号）中、所管に係る歳入な

らびに歳出及び第２表 繰越明許費、第３表 地

方債補正についてであります。 

歳入については、16 款、財産収入で、法定外

公共物貸付及び普通財産の貸付及び売払いに

よる増額、21 款、市債では、ケーブルテレビの

加入申込数が当初に想定した数に及ばなかっ

たことによる減額のほか、各事業費については、

実績見込による精算が主なものであるとの説

明でありました。 

歳出については、２款、総務費で、職員の名

札のストラップを地元企業に製造依頼し、かほ

く市のロゴ入りのものに替える費用を計上す

るほか、かほく市農業委員会委員選挙などが無

投票になったことによる減額、また、各事業費

については、実績見込による精算が主なもので

あるとの説明でありました。 

第２表、繰越明許費についてですが、地方特

定道路整備事業で、イオンのオープンが本年秋

に延びたため、また、都市計画総務事務費等で

は、道路や街路の整備において、地区や地権者

との交渉等に日数を要するため、翌年度に事業
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費を繰り越すほか、本年度の国の補正予算を受

けて、実質的には平成 20 年度に繰り越して実

施する外日角小学校の耐震補強工事などが主

なものであるとの説明でありました。   

第３表、地方債補正についてですが、水道事

業の石綿セメント管更新事業に係る一般会計

の出資債を追加し、能登半島地震で災害を受け

た県の施設である室水門の復旧に係る費用の

うち、かほく市負担分を災害後復旧事業債とし

て追加するほか、その他の各事業に係る変更に

ついては、実績見込によるものであるとの説明

でありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

次に、議案第 15 号、平成 19 年度かほく市土

地取得特別会計補正予算（第１号）についてで

ありますが、土地開発基金利子の確定によるも

のであるとの説明でありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

次に、議案第 23 号、工事請負契約の締結に

ついての一部変更に係る専決処分の承認を求

めることについてでありますが、昨年５月に締

結した「かほく市ケーブルテレビ施設整備工事

（伝送路施設）」の契約について、伝送路ルー

トの一部見直しに伴い増額変更する必要が生

じたもので、市長の専決事項の指定についての

規定により、専決処分をしたものであるとの説

明でありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

承認することに決しました。 

次に、議案第 24 号、工事請負契約の締結に

ついての一部変更に係る専決処分の承認を求

めることについてでありますが、昨年５月に締

結した「かほく市ケーブルテレビ施設整備工事

（センター施設）」の契約について、自家発電

設備や自主放送設備機器等の仕様の見直しに

伴い増額変更する必要が生じたもので、議案第

23 号と同様に専決処分をしたものであるとの

説明でありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

承認することに決しました。 

次に、議案第 25 号、かほく市認可地縁団体

の印鑑の登録及び証明に関する条例の制定に

ついてでありますが、これまで地方自治法の規

定のみに基づき運用していた地縁団体の印鑑

登録等の事務について、新たに条例を制定して

当該事務に関する規定を整備することにより、

事務の確実性と地縁団体の利便増進を図るも

のであるとの説明でありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

次に、議案第 26 号、かほく市ケーブルテレ

ビ施設整備基金条例の制定についてでありま

すが、本年４月に開局のケーブルテレビ事業に

おいて、今後の施設整備、更新を円滑に実施す

るため、基金を設置して運用を図るとともに、

併せて、ケーブルテレビ事業特別会計の設置に

ついても規定するものであるとの説明であり

ました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

次に、議案第 28 号、かほく市部制条例等の

一部を改正する条例についてでありますが、平

成 20 年度の市の組織機構の改正において、水

道課と下水道課の２課で構成している企業局

を廃止し、産業建設部内に上下水道課を創設す

ることに伴い、部制条例をはじめ関係条例を一

括して改正するものであるとの説明でありま

した。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 
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次に、議案第 29 号、かほく市税条例の一部

を改正する条例についてでありますが、入湯税

の課税免除及び税率について、県内自治体の状

況等を踏まえ見直しを行い改正するものであ

るとの説明でありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

次に、議案第 30 号、かほく市児童館条例及

びかほく市砂利等採取審議会条例の一部を改

正する条例についてでありますが、市議会の活

性化推進のため、昨年８月に議長から申し出の

あった各種審議会・協議会等から議会選出委員

を除外することについて、該当する２件の条例

において、当該規定を削除するものであるとの

説明でありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

以上、本委員会に付託されました議案につい

て、審査の経過、並びに結果のご報告と致しま

す。 

○議長【別宗明敏君】次に、市民文教常任委員

長 杉本正一君。 

○市民文教常任委員長【杉本正一君】平成 20

年第１回かほく市議会定例会におきまして、市

民文教常任委員会に付託されました議案につ

いて、審査の経過並びに結果をご報告いたしま

す。 

３月５日 午前９時から、委員全員出席にて

委員会を開催し、教育長ほか、所管部課長より、

詳細な説明を求め審議を行いました。 

 まず、議案第１号 平成 20 年度かほく市一

般会計予算中、所管に係る歳入並びに歳出につ

いてであります。 

主な内容として、民生費では高松北部統合保

育園建設費及び宇ノ気北部統合保育園の用地

取得費並びに、開発行為申請委託料について予

算計上し、また、市内６箇所の学童保育クラブ

において、土曜日の開館時間を午後６時まで延

長し、利用者のニーズに応えるとの説明があり

ました。 

衛生費では、今後５年間にわたり、中学１年

生と高校３年生を対象に、麻しんの予防接種を

実施していきたいとの説明があり、消防費では、

万が一の災害発生時における市民への情報伝

達手段として、市内一円に防災行政無線の整備

を行うことで、市民の安全安心に供するとの説

明がありました。 

教育費では、大海小学校体育館の耐震診断の

実施及び、市内全小学校へ児童の安全確保を図

るためＡＥＤを設置することなど、主要事業を

中心に説明がありました。 

主な審議の内容は、防災行政無線の事業内容

と自主防災組織について、宇ノ気北部統合保育

園の用地取得について、高松中学校整備事業に

ついて、及び学校給食センター統合を含めた今

後の方針についての質疑があり、防災行政無線

については、同報系システムの構成として親局、

子局で 54 箇所のほか、戸別受信機約 100 機を

設置する予定であり、自主防災組織については、

20 年３月に市内で一地区が組織され、今後、順

次各地区において組織化するよう整備してい

く。また、宇ノ気北部統合保育園の用地取得に

ついては、地質調査の結果を踏まえ、地元関係

者の理解を得ながら進める。高松中学校整備事

業については、テニスコートを砂入り人口芝に

改修することのほか、グラウンドの整備につい

ても今後考えて行きたい。学校給食センターの

運営方法については、市債の償還が終了する時

期を見据えた上で検討したいとの答弁があり

ました。 

 以上、慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛

成で原案を可とすることに決しました。 
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 次に、議案第６号 平成 20 年度かほく市国

民健康保険特別会計予算についてであります

が、後期高齢者医療制度の開始による制度改正

に伴う予算であり、歳入では、国民健康保険税

において、これまでの医療給付分課税額に加え、

後期高齢者支援金分課税額を、また、歳出では、

後期高齢者支援金及び特定健康診査事業等が

それぞれ新たに導入されたことにより計上し

たものであるとの説明がありました。 

 審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

 次に、議案第７号 平成 20 年度かほく市老

人保健特別会計予算についてでありますが、後

期高齢者医療制度創設に伴い、平成 20 年３月

31 日で老人保健法が廃止されることに伴い、平

成 20 年３月分の１箇月分の医療費を計上した

ものであるとの説明がありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

 次に、議案第８号 平成 20 年度かほく市後

期高齢者医療特別会計予算についてでありま

すが、この予算は、75 歳以上の方々の医療保険

制度が、４月１日より老人保健制度から後期高

齢者医療制度に移行することに伴い、政令の規

定に基づき特別会計を設けて予算執行すると

のことで、歳入では、現年度分保険料及び一般

会計からの事務費繰入金及び、保険基盤安定繰

入金が主たるものであり、歳出では、徴収事務

に係る経費及び徴収した保険料等を後期高齢

者医療広域連合に納付する納付金を計上した

予算であるとの説明がありました。 

主な審議内容は、保険料の徴収率及び電算処

理システム委託料についての質疑があり、保険

料の徴収率については、年金からの天引きとな

る特別徴収が主となるため、100 パーセントの

徴収率を見込み、また、電算処理システム委託

料については、市の状況に応じて構築する独自

のシステムに対する保守に係る経費であると

の答弁がありました。 

審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

次に、議案第９号 平成 20 年度かほく市介

護保険特別会計予算についてでありますが、歳

出では、主なものとして、介護認定者数の伸び

に合わせ、保険給付費で居宅介護給付費並びに

施設介護給付費等を前年度比で 11.34％増を見

込むものであるとの説明がありました。 

 審議の結果、妥当と認め全員賛成で原案を可

とすることに決しました。 

 次に、議案第 13 号 平成 19 年度かほく市一

般会計補正予算（第７号）に係る専決処分の承

認を求めることについてでありますが、急激な

原油価格の高騰に伴い灯油販売価格の上昇が

著しい中、低所得の方々の負担を軽減するため

の緊急福祉灯油助成事業に係る経費を計上し

たもので、平成 20 年１月 24 日付けをもって、

専決処分したものであるとの説明がありまし

た。 

 審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

承認とすることに決しました。 

 次に、議案第 14 号 平成 19 年度かほく市一

般会計補正予算（第８号）中 所管に係る歳入、

並びに歳出についてでありますが、主なものは、

外日角小学校整備事業費で、この事業は 20 年

度事業を予定していたが、19 年度国の補正予算

に伴う補助採択を受けて実施するほうが、財源

的にも有利であることから計上したことと、年

度末における実績を見込んだ精算補正を計上

したものとの説明があり、審議の結果、妥当と

認め、全員賛成で原案を可とすることに決しま

した。 

 次に、議案第 17 号 平成 19 年度かほく市国
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民健康保険特別会計補正予算(第２号)、議案第

18 号 平成 19 年度かほく市老人保健特別会計

補正予算(第２号)及び議案第 19号 平成 19年

度かほく市介護保険特別会計補正予算(第３

号)についてでありますが、３特別会計補正予

算は、事務事業の精算見込に伴うものであり、

審議の結果、いずれも妥当と認め、全員賛成で

原案を可とすることに決しました。 

 次に、議案第 27 号 かほく市後期高齢者医

療に関する条例の制定についてでありますが、

この条例は、本年４月から施行されます７５歳

以上の後期高齢者医療制度において、市が行う

主たる業務として、保険料の徴収、申請書の受

付及び保険料を徴収する被保険者の特定のほ

か、普通徴収にかかる、納期の設定等を規定す

るものであるとの説明があり、審議の結果、妥

当と認め、全員賛成で原案を可とすることに決

しました。 

 次に、議案第 31 号 かほく市国民健康保険

条例の一部を改正する条例についてでありま

すが、この条例改正は、一部負担金の２割負担

の対象を３歳未満から就学前までに引き上げ

ること、葬祭費を８万円から５万円に減額する

こと及び新たに特定健康診査等を行うことを

規定する改正であり、審議の結果、妥当と認め、

全員賛成で原案を可とすることに決しました。 

次に、議案第 32 号 かほく市介護保険条例

の一部を改正する条例についてでありますが、

この条例改正は、昨年 12 月に施行された介護

保険法施行令等の一部改正及び平成 17 年度の

税制改正による介護保険料の大幅上昇にかか

る激変緩和措置を平成 19 年度に引き続き、平

成 20 年度も同様の措置を講ずるための改正で

あり、審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

次に、議案第 33 号 かほく市敬老年金条例

の一部を改正する条例についてでありますが、

この条例改正は、これまで満 80 歳を超える高

齢者に対し支給していた敬老年金を、年額６千

円から３千円に引き下げるものであり、審議の

結果、妥当と認め、全員賛成で原案を可とする

ことに決しました。 

 次に、議案第 34 号 かほく市ふれあい荘条

例を廃止する条例についてありますが、管理、

運営等の事業を、障害者自立支援法による指定

事業者となる社会福祉法人白千鳥会に、移管す

ることに伴い、条例を廃止するものであり、審

議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を可と

することに決しました。 

次に、議案第 40 号 かほく市奨学資金支給

条例の一部を改正する条例についてでありま

すが、この条例改正は、昨年 12 月に学校教育

法の一部改正が実施されたことに伴い、当条例

中に引用している条項番号のみを変更するも

のであり、審議の結果、妥当と認め、全員賛成

で原案を可とすることに決しました。 

次に、議案第 41 号 事務の相互委託に関す

る規約の制定及び事務の相互委託に関する規

約の一部変更についてでありますが、これは、

現在３市４町で実施しております住民票等の

広域行政窓口サービスについて、本年８月より

小松市、加賀市及び能美市が新たに加わること

による規約の締結を行い、区域の拡大を図るも

のであります。また、本年５月頃に実施見込み

である住民基本台帳法及び戸籍法の一部改正

に伴う規約の一部を変更するものであり、審議

の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を可とす

ることに決しました。 

次に、海岸漂着ごみの処理責任の明確化に関

する意見書についてでありますが、海岸管理者

である県と一般廃棄物処理について統括的な

責任を持つ市町村との責任関係が不明確であ
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ることが、円滑な協力体制を構築する上での阻

害要因となっていることから、処理責任を明確

にするよう、国に対して要望する内容でありま

した。 

審議の結果妥当と認め、最終日に議会議案と

して提出することに決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案につ

いて、審査の経過、並びに結果についてのご報

告を終わります。 

○議長【別宗明敏君】次に、産業建設常任委員

長 金田正信君。 

○産業建設常任委員長【金田正信君】平成 20

年第１回かほく市議会定例会におきまして、産

業建設常任委員会に付託されました議案につ

いて、審査の経過ならびに結果をご報告いたし

ます。 

３月６日、午前９時から、委員全員の出席に

て委員会を開催し、所管部課長はじめ関係職員

より詳細な説明を求め、審議を行いました。 

まず、議案第１号、平成 20 年度かほく市一

般会計予算中、所管に係る歳入並びに歳出につ

いてであります。 

主な事業については、衛生費において、石綿

セメント管更新事業に対する水道事業会計へ

の出資金、労働費においては、コミュニティバ

スを別事業として取り組むこととなった為、大

幅な減額となり、農林水産業費では、県営土地

改良総合整備事業として新たに、南大海地区が

３ヶ年事業の初年度に暗渠排水整備工事に伴

う事業費の一部を負担すること。また、地籍調

査事業では八野・高松Ⅳ地区に加え、新たに狩

鹿野地区、大海財産区について調査事業を実施

したいとの説明がありました。 

商工費では、金融公報活動により小学校児童、

保護者には上手なお小遣いのやり方・使い方を

勉強してもらい、高齢者の方には金融システム

年金の勉強をしていただきたい。また、地元中

小企業の経営基盤の強化を図るため、ＩＳＯ取

得支援事業として認証経費に補助しているが、

主な企業が取得していることから、交付要綱の

見直しをすることとした。また石川ブランド製

品の認定を受けた企業に対し、奨励金を交付し

ていたが、石川県の要綱が改正されたことによ

りかほく市の要綱を改正したいとの説明があ

りました。 

土木費では、橋りょう維持管理事業で、市内

の市道橋りょうは 93 カ所あり、その内、橋長

５ｍ以上の橋 47 ヶ所について自主点検を実施

し現状を把握。また、橋長５ｍ～15ｍ未満は市

単独修繕事業であり、橋長 15ｍ以上については

補助事業となり、平成 20 年度はこの点検内容

を踏まえ、計画的な修繕を行う為の橋りょう長

寿命化修繕計画を策定し、平成 21 年度より修

繕工事を計画的に進めていきたいとの説明が

あり、また道路新設改良事業では県施工の東西

幹線道路の取付け道路であるかほく市都市計

画道路大崎横山線の宇気地内において、線形ル

ートを宇ノ気川よりに、道路延長 960ｍ、幅員

11ｍの片側歩道とする測量設計を実施したい。

雪寒対策事業では、高松北西部区画整理事業地

内で建設される統合保育園建設用地を囲む市

道 370 号線他２路線、散水延長 490ｍの消雪事

業を実施し、また現在、道路への散水等を、中

央監視システムにより無線回線を介し 99 施設

で運転しているが、総務省の周波数再編計画に

より平成 23 年７月に現在の無線周波数帯が利

用出来なくなることから、これらの改修を実施、

この２つの雪寒対策事業それぞれ、事業費の

6/10 の地方道路整備臨時交付金を見込むとの

説明がありました。 

 主な審議内容は、道路維持管理事業の地元要

望の優先順位について質疑があり、地区で決め



 

 

 62

た優先順位を基に、現場を確認すると共に限ら

れた予算の枠でバランスを取りながら対応を

していきたい旨、答弁があり、また、橋りょう

維持管理事業について質疑があり、橋りょうの

ランク付けを行い自己診断した結果、早急に補

修を要する箇所はなかったが、平成 20 年度に

策定する橋りょう修繕計画に基づき、翌年度よ

り修繕を実施したい旨、答弁がありました。 

 また、合併支援道路、東西幹線道路の完成予

定について質疑があり、工事着工は平成 22 年

度を予定しているが、完成時期は現段階で未定

との答弁がありました。 

 審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原案を

可とすることに決しました。 

 次に議案第３号 平成 20 年度かほく市営バ

ス事業特別会計予算についてでありますが、看

護大学線について大学からの要望により校内

に乗り入れる為、500ｍ延長したい、また、駅

から車庫までの区間を今まで回送としていた

が、農協再編により、中沼、夏栗等の瑞穂地区

の方に不便が生じている為、車庫近くの農協高

松支店までの運行区間として路線化したいと

の説明がありました。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

 次に議案第 10号 平成 20年度かほく市大海

財産区特別会計予算についてでありますが、主

な審議内容といたしまして、嘱託職員について

質疑があり、林業、大海財産区に精通した方に、

事務をお願いしているとの答弁がありました。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

 次に議案第 11号 平成 20年度かほく市下水

道事業特別会計予算についてでありますが、主

な審議内容といたしまして、農業集落排水狩鹿

野地区区画整理の宅地造成事業に伴う処理能

力について質疑があり、土地開発公社の造成に

伴う処理水量の増加は、処理場施設には影響は

ないとの答弁がありました。また、国道沿線の

公共下水道整備についての質疑があり、未整備

地区の国道沿線区域については、整備方法等を

再検討し、事業の促進を図りたい旨、答弁があ

りました。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

 次に議案第 12号 平成 20年度かほく市水道

事業会計予算についてでありますが、主な審議

内容といたしまして、量水器取替えは７年周期

で交換していると説明があったが、基準はある

かとの質疑があり、計量法では８年周期である

が、かほく市では７年で交換していると答弁が

ありました。旧３町の配水管の接続により各配

水区域の水の流通が図られることは、合併効果

として評価でき、大いに市民にアピールすべき

との意見がありました。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

次に議案第 13号 平成 19年度かほく市一般

会計補正予算（第７号）に係る専決処分の承認

を求めることについてでありますが、１月 27

日の降雪による除雪対策費用、及び消雪装置 99

施設 140箇所に渡る修繕に費用を要したとの説

明がありました。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を承認することに決しました。 

次に議案第 14号 平成 19年度かほく市一般

会計補正予算（第８号）中、所管に係る歳入並

びに歳出についてでありますが、年度末におけ

る実績を見込んだ精算補正が主なものと説明

がありました。 

主な審議内容といたしまして、室水門災害復

旧事業についての質疑があり、内灘町室地内の
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西部承水路に県管理の水門があり、地震により

被災し、復旧にかかる費用を受益する市町で負

担したとの答弁がありましたが、慎重審議の結

果、妥当と認め、全員賛成で原案を可とするこ

とに決しました。 

次に議案第 16号 平成 19年度かほく市営バ

ス事業特別会計補正予算（第１号）についてで

ありますが、今年度末における実績を見込んだ

精算補正が主なものと説明がありました。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

次に議案第 20号 平成 19年度かほく市大海

財産区特別会計補正予算（第２号）についてで

ありますが、財産造成基金利子のみの計上であ

り、慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で

原案を可とすることに決しました。 

次に議案第 21号 平成 19年度かほく市下水

道事業特別会計補正予算（第３号）についてで

ありますが、年度末における実績を見込んだ精

算補正が主なものと説明がありました。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

次に議案第 22号 平成 19年度かほく市水道

事業会計補正予算（第３号）についてでありま

すが、年度末における実績を見込んだ精算補正

が主なものと説明がありました。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

次に議案第 35 号 かほく市商工業振興条例

の一部を改正する条例についてでありますが、

これは、助成措置認定する内容の一部変更及び

交付時期並びに交付割合を規定するものであ

ります。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

次に議案第 36 号 かほく市産業文化センタ

ー条例の一部を改正する条例についてであり

ますが、これにつきましては、位置の変更及び

使用区分を変更するものであります。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

次に議案第 37 号 かほく市営バスの設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついてでありますが、先ほど議案第３号で報告

しましたとおり、運行区間を変更するものであ

ります。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

次に議案第 38 号 かほく市公共下水道受益

者分担金条例の一部を改正する条例について

でありますが、これにつきましては、延滞金徴

収について改正するものであります。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

次に議案第 39 号 かほく市都市計画下水道

受益者負担に関する条例の一部を改正する条

例についてでありますが、これにつきましては、

延滞金の率を改正するものであります。 

慎重審議の結果、妥当と認め、全員賛成で原

案を可とすることに決しました。 

次に、道路特定財源の暫定税率堅持及び関連

法案の年度内成立を求める意見書についてで

ありますが、これは、12 月議会においても意見

書を関係機関に提出しており、また、２月 17

日には本市議会として石川県総決起大会にも

出席した経緯があります。 

本市は自動車交通への依存度が極めて高く、

こうした地方道路整備の重要性を認識し、道路

特定財源の暫定税率堅持及び関連法案の年度

内成立を求めるとともに、安定的かつ確実な財

源を確保するよう国に対しひきつづき要望す

る内容であり、審議の結果、妥当と認め、全員



 

 

 64

賛成で最終日に議会議案として提出すること

に決しました。 

以上、本委員会に付託されました議案につい

て、審査の経過、ならびに結果のご報告と致し

ます。 

○議長【別宗明敏君】以上で、各常任委員長の

報告が終わりました。 

委員長報告に対する質疑 

○議長【別宗明敏君】これより、３常任委員長

の報告に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】質疑なしと認めます。 

これで、質疑を終わります。 

討論 

○議長【別宗明敏君】これから、討論を行いま

す。 

討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

採決 

○議長【別宗明敏君】これから、直ちに採決に

入りたいと思います。 

これにご異議はありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】ご異議なしと認めます。 

よって、これから採決をいたします。 

 議案第１号 平成 20 年度かほく市一般会計

予算を採決します。 

 本案に対する３常任委員長の報告は原案可

決であります。 

議案第１号について、３常任委員長の報告の

とおり、決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第１号は、３常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第２号 平成 20 年度かほく市土

地取得特別会計予算を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案

可決であります。 

議案第２号について、常任委員長の報告のと

おり、決定することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第２号は、常任委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第３号 平成 20 年度かほく市営

バス事業特別会計予算を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第３号について、常任委員長の報告のと

おり決定することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第３号は、常任委員長の報告の

とおり可決されました。 

 次に、議案第４号 平成 20 年度かほく市墓

地特別会計予算を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案

可決であります。 

議案第４号について、常任委員長の報告のと

おり決定することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第４号は、常任委員長の報告の

とおり可決されました。 
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次に、議案第５号 平成 20 年度かほく市ケ

ーブルテレビ事業特別会計予算を採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案

可決であります。 

 議案第５号について、常任委員長の報告のと

おり決定することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第５号は、常任委員長の報告の

とおり可決されました。 

次に、議案第６号 平成 20 年度かほく市国

民健康保険特別会計予算を採決します。 

本案に対する市民文教常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第６号について、常任委員長の報告のと

おり決定することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第６号は、常任委員長の報告の

とおり可決されました。 

次に、議案第７号 平成 20 年度かほく市老

人保健特別会計予算を採決します。  

本案に対する市民文教常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第７号について、常任委員長の報告のと

おり決定することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第７号は、常任委員長の報告の

とおり可決されました。 

次に、議案第８号 平成 20 年度かほく市後

期高齢者医療特別会計予算を採決します。 

本案に対する市民文教常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第８号について、常任委員長の報告のと

おり決定することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第８号は、常任委員長の報告の

とおり可決されました。 

次に、議案第９号 平成 20 年度かほく市介

護保険特別会計予算を採決します。 

本案に対する市民文教常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第９号について、常任委員長の報告のと

おり決定することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第９号は、常任委員長の報告の

とおり可決されました。 

次に、議案第 10 号 平成 20 年度かほく市大

海財産区特別会計予算を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 10 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 10 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 11 号 平成 20 年度かほく市下

水道事業特別会計予算を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 11 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求
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めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 11 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 12 号 平成 20 年度かほく市水

道事業会計予算を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 12 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 12 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 13 号 平成 19 年度かほく市一

般会計補正予算（第７号）に係る専決処分の承

認を求めることについてを採決します。 

本案に対する３常任委員長の報告は原案承

認であります。 

 議案第 13 号について、３常任委員長の報告

のとおり決定することに賛成の諸君の起立を

求めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 13 号は、３常任委員長の報

告のとおり承認されました。 

次に、議案第 14 号 平成 19 年度かほく市一

般会計補正予算（第８号）を採決します。 

本案に対する３常任委員長の報告は原案可

決であります。 

 議案第 14 号について、３常任委員長の報告

のとおり決定することに賛成の諸君の起立を

求めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 14 号は、３常任委員長の報

告のとおり可決されました。 

次に、議案第 15 号 平成 19 年度かほく市土

地取得特別会計補正予算（第１号）を採決しま

す。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案

可決であります。 

 議案第 15 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 15 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 16 号 平成 19 年度かほく市営

バス事業特別会計補正予算（第１号）を採決し

ます。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 16 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 16 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 17 号 平成 19 年度かほく市国

民健康保険特別会計補正予算（第２号）を採決

します。 

本案に対する市民文教常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 17 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 
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○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 17 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 18 号 平成 19 年度かほく市老

人保健特別会計補正予算（第２号）を採決しま

す。 

本案に対する市民文教常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 18 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 18 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 19 号 平成 19 年度かほく市介

護保険特別会計補正予算（第３号）を採決しま

す。 

本案に対する市民文教常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 19 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 19 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 20 号 平成 19 年度かほく市大

海財産区特別会計補正予算（第２号）を採決し

ます。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 20 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 20 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 21 号 平成 19 年度かほく市下

水道事業特別会計補正予算（第３号）を採決し

ます。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 21 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 21 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 22 号 平成 19 年度かほく市水

道事業会計補正予算（第３号）を採決します。 

本案に対する産業建設常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 22 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 22 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 23 号、議案第 24 号 工事請負

契約の締結についての一部変更についてに係

る専決処分の承認を求めることについての２

議案を一括して採決します。 

以上２件に対する総務常任委員長の報告は

原案承認であります。 

 議案第 23 号、議案第 24 号の２件について、

常任委員長の報告のとおり決定することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 
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○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 23 号、議案第 24 号の以上２

件は、常任委員長の報告のとおり承認されまし

た。 

次に、議案第 25 号 かほく市認可地縁団体

の印鑑の登録及び証明に関する条例の制定に

ついてを採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案

可決であります。 

 議案第 25 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 25 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 26 号 かほく市ケーブルテレ

ビ施設整備基金条例の制定についてを採決し

ます。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案

可決であります。 

 議案第 26 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 26 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 27 号 かほく市後期高齢者医

療に関する条例の制定についてを採決します。 

本案に対する市民文教常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 27 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 27 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 28 号 かほく市部制条例等の

一部を改正する条例についてを採決します。 

本案に対する総務常任委員長の報告は原案

可決であります。 

 議案第 28 号について、常任委員長の報告の

とおり決定することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 28 号は、常任委員長の報告

のとおり可決されました。 

次に、議案第 29 号 かほく市税条例の一部

を改正する条例について、議案第 30 号 かほ

く市児童館条例及びかほく市砂利等採取審議

会条例の一部を改正する条例についての２議

案を一括して採決します。 

以上２件に対する総務常任委員長の報告は

原案可決であります。 

 議案第 29 号、議案第 30 号の２件について、

常任委員長の報告のとおり決定することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 29 号、議案第 30 号の以上２

件は、常任委員長の報告のとおり可決されまし

た。 

次に、議案第 31 号 かほく市国民健康保険

条例の一部を改正する条例について、議案第 32

号 かほく市介護保険条例の一部を改正する

条例について、議案第 33 号 かほく市敬老年

金条例の一部を改正する条例について、議案第

34 号 かほく市ふれあい荘条例を廃止する条

例についての４議案を一括して採決します。 
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以上４件に対する市民文教常任委員長の報

告は原案可決であります。 

 議案第 31 号、議案第 32 号、議案第 33 号、

議案第 34 号の４件について、常任委員長の報

告のとおり決定することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 31 号、議案第 32 号、議案第

33 号、議案第 34 号の以上４件は、常任委員長

の報告のとおり可決されました。 

次に、議案第 35 号 かほく市商工業振興条

例の一部を改正する条例について、議案第 36

号 かほく市産業文化センター条例の一部を

改正する条例について、議案第 37 号 かほく

市営バスの設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例についての３議案を一括して

採決します。 

以上３件に対する産業建設常任委員長の報

告は原案可決であります。 

 議案第 35 号、議案第 36 号、議案第 37 号の

３件について、常任委員長の報告のとおり決定

することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 35 号、議案第 36 号、議案第

37 号の以上３件は、常任委員長の報告のとおり

可決されました。 

次に、議案第 38 号 かほく市公共下水道受

益者分担金条例の一部を改正する条例につい

て、議案第 39 号 かほく市都市計画下水道事

業受益者負担に関する条例の一部を改正する

条例についての２議案を一括して採決します。 

以上２件に対する産業建設常任委員長の報

告は原案可決であります。 

 議案第 38 号、議案第 39 号の２件について、

常任委員長の報告のとおり決定することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 38 号、議案第 39 号の以上２

件は、常任委員長の報告のとおり可決されまし

た。 

次に、議案第 40 号 かほく市奨学資金支給

条例の一部を改正する条例について、議案第 41

号 事務の相互委託に関する規約の制定及び

事務の相互委託に関する規約の一部変更につ

いての２議案を一括して採決します。 

以上２件に対する市民文教常任委員長の報

告は原案可決であります。 

 議案第 40 号、議案第 41 号の２件について、

常任委員長の報告のとおり決定することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって、議案第 40 号、議案第 41 号の以上２

件は、常任委員長の報告のとおり可決されまし

た。 

暫時休憩 

 ここで、暫時休憩をいたします。 

午前 11時 25 分から全員協議会を開催します

のでご移動をお願いします 

【休憩 午前 11 時 15 分】 

【再開 午後 ０時 34 分】 

再開 

○議長【別宗明敏君】ただいまのところ、出席

議員数は 18 人です。定足数に達しております

ので、休憩前に引き続き会議を開きます。 

追加日程第１～追加日程第２ 

発議第２号～発議第３号 

○議長【別宗明敏君】お諮りします。 

 本日、冨澤明次君他２名から、発議第２号 



 

 

 70

海岸漂着ごみの処理責任の明確化に関する意

見書が提出されました。また、猪村博靖君他２

名から、発議第３号 道路特定財源の暫定税率

堅持及び関連法案の年度内成立を求める意見

書が提出されました。 

 これを日程に追加し、追加日程第１、追加日

程第２として議題にしたいと思います。 

 これにご異議はありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】ご異議なしと認めます。 

 よって発議第２号、発議第３号を日程に追加

し、追加日程第１、追加日程第２として議題と

することに決定をいたしました。 

 追加日程第１ 発議第２号 海岸漂着ごみ

の処理責任の明確化に関する意見書を議題と

します。 

提案理由の説明を求めます。 

７番、冨澤明次君。 

○７番【冨澤明次君】発議第２号 海岸漂着ご

みの処理責任の明確化に関する意見書の提出

について、主旨のみ申し上げて説明とさせてい

ただきます。 

 近年、日本海沿岸の各自治体においては、台

風や大雨等に伴い大量にごみが漂着した場合

や、流木などの処理困難物が漂着した場合など

には、漂着ごみの回収・保管・収集運搬・処分

が滞り、住民からの迅速な処理要請に応えられ

ない状況となっています。 

 これについては、平成 11 年に「海岸法」が

改正され、ほとんどすべての海岸で都道府県が

「海岸管理者」と位置付けられたものの、「廃

棄物処理法」では、従来から市町村が「一般廃

棄物処理計画に従って適正処理を講じる」とあ

るように、各種の法令間で処理責任の考え方に

齟齬があることが問題となっています。 

 また、漂着ごみ処理に係る補助制度について

も、国土交通省と環境省の２つの制度があり、

海岸の区域によって、補助対象者が海岸管理者

である場合と市町村である場合があるなど、処

理責任の面で整合性がとれていない部分も見

受けられ、現場において混乱が生じています。 

 よって、国におかれては、わが国の美しい海

岸線を守るため、海岸管理者と市町村の間で円

滑な協力体制が構築できるよう、海岸漂着ごみ

についての処理責任を明確化するとともに、関

係法令の整備を早急に行うよう、 

１．「海岸法」において、「海岸管理者」として

の漂着ごみについての処理責任の範囲を

明確化するとともに、混乱の原因となって

いる「廃棄物処理法」・「港湾法」・「水難救

護法」など関連する法令を整備すること。 

２．漂着ごみ処理に係る補助制度については、

処理責任に基づいた適切な制度に見直す

こと。 

以上２項目の実現について、地方自治法第 99

条の規定により意見書を提出しようとするも

のであります。 

 議員各位のご賛同をよろしくお願い申し上

げます。 

○議長【別宗明敏君】以上で説明が終わりまし

た。 

質疑 

○議長【別宗明敏君】これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

討論 

○議長【別宗明敏君】これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】討論なしと認めます。 
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これで討論を終わります。 

採決 

○議長【別宗明敏君】これから直ちに採決に入

りたいと思います。 

これにご異議はありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】ご異議なしと認めます。 

よって、これから発議第２号 海岸漂着ごみ

の処理責任の明確化に関する意見書を採決し

ます。 

本案について、原案のとおり決定することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって発議第２号は原案のとおり可決され

ました。 

 追加日程第２ 発議第３号 道路特定財源

の暫定税率堅持及び関連法案の年度内成立を

求める意見書を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

17 番、猪村博靖君。 

○17 番【猪村博靖君】それでは発議第３号 道

路特定財源の暫定税率堅持及び関連法案の年

度内成立を求める意見書について、主旨のみ申

し上げて説明とさせていただきます。 

 現在、本市においては、高規格道路など主要

な幹線道路のネットワーク形成をはじめ、防災

対策、通学路の整備などの安全対策、さらには

救急医療など市民生活に欠かすことのできな

い道路整備を鋭意行っています。 

 また、橋梁などの道路施設の老朽化が進んで

おり、その維持管理も行わなければならず、そ

の費用も年々増大しています。 

 こうした中、仮に現行の道路特定財源の暫定

税率が廃止された場合、地方においては約９千

億円の税収の減が生じ、さらに地方道路整備臨

時交付金制度も廃止された場合には、合わせて

１兆６千億円規模の減収が生じることとなり

ます。 

 こうしたこととなれば、本市では１億１千万

円規模の減収が生じることとなり、厳しい財政

状況の中で、道路の新設はもとより、着工中の

事業の継続も困難となるほど、本市の道路整備

は深刻な事態に陥ることになります。 

 さらには、厳しい状況にある本市の財政運営

を直撃し、教育や福祉といった他の行政サービ

スの低下など市民生活にも深刻な影響を及ぼ

しかねないことにもなります。 

 よって、国においては、現行の道路特定財源

の暫定税率を堅持し、関連法案を年度内に成立

させるよう、地方自治法第 99 条の規定により

意見書を提出しようとするものであります。 

 議員各位のご賛同をよろしくお願い申し上

げます。以上です。 

○議長【別宗明敏君】以上で説明が終わりまし

た。 

質疑 

○議長【別宗明敏君】これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

討論 

○議長【別宗明敏君】これから討論を行います。 

討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

採決 

○議長【別宗明敏君】これから直ちに採決に入

りたいと思います。 

これにご異議はありませんか。 
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（異議なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】ご異議なしと認めます。 

よって、これから発議第３号 道路特定財源

の暫定税率堅持及び関連法案の年度内成立を

求める意見書を採決します。 

本案について、原案のとおり決定することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長【別宗明敏君】起立全員です。 

よって発議第３号は原案のとおり可決され

ました。 

ただいま可決されました発議第２号、発議第

３号の意見書の提出先並びに処理方法につい

ては、議長にご一任願います。 

追加日程第３ 

常任委員会及び特別委員会の 

閉会中の継続審査の件 

○議長【別宗明敏君】お諮りします。総務常任

委員長をはじめとする３常任委員長及び、広報

特別委員長並びに、行政改革特別委員長から、

目下、委員会で審査中の事項につき、会議規則

第 104 条の規定により、閉会中の継続審査の申

し出があります。 

これらを日程に追加し、追加日程第３として

議題にしたいと思います。 

これにご異議はありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】ご異議なしと認めます。 

よって、常任委員会及び特別委員会の閉会中

の継続審査の件を日程に追加し、追加日程第３

として議題とすることに決定をいたしました。 

 追加日程第３、常任委員会及び特別委員会の

閉会中の継続審査の件を議題にします。 

 お諮りします。各委員長の申し出のとおり、

閉会中の継続審査とすることにご異議ありま

せんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】ご異議なしと認めます。 

よって、各委員長から申し出のあった事項に

つきましては、閉会中も継続して審査すること

に決定をいたしました。 

追加日程第４ 

議会運営委員会の閉会中の継続審査の件 

○議長【別宗明敏君】お諮りします。議会運営

委員長から、議会の運営に関する事項、議会の

会議規則、委員会に関する条例等に関する事項、

議長の諮問に関する事項について、会議規則第

104 条の規定により、閉会中の継続審査の申し

出があります。これを日程に追加し、追加日程

第４として、議題にしたいと思います。 

これにご異議はありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】ご異議なしと認めます。 

よって、議会運営委員会の閉会中の継続審査

の件を日程に追加し、追加日程第４として、議

題とすることに決定をいたしました。 

 追加日程第４、議会運営委員会の閉会中の継

続審査の件を議題といたします。 

お諮りします。議会運営委員長の申し出のと

おり、閉会中の継続審査とすることにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長【別宗明敏君】ご異議なしと認めます。 

よって、議会運営委員長から申し出のあった

事項につきましては、閉会中も継続して審査す

ることに決定をいたしました。 

閉議・閉会 

○議長【別宗明敏君】以上で、本定例会に付議

された議件は、全部議了いたしました。 

これをもちまして、平成 20 年第１回かほく

市議会定例会を閉会いたします。ご苦労様でご

ざいました。 
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午後 ０時 46 分 閉議閉会 
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